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　文部科学省によると、年間30日以上欠席した不登校の子どもは、2017年度14万4,031人、18年度16万4,528人、
19年度18万1,272人、20年度は過去最多の19万6,172人となっています。このような状況の中、平成28（2016）
年に「教育機会確保法」という法律が施行されています。そこには不登校児童生徒に対する教育の機会を確保する
こと、義務教育の段階における教育を十分に受けていない者などに対する支援を行うこととされています。県内で
も20年度、不登校の子どもは過去10年で最多の2,996人でした。文部科学省は各県に夜間中学校の設置を推進し
ていましたが、県でも2024年４月に熊本市内中央区の県立湧心館高校内に「県立夜間中学」の設置が決まりました。
　９月８日はユネスコ（国連教育科学文化機関）が制定した「国際識字デー」です。世界
には貧困、差別、紛争などさまざまな理由で教育を受けられない人たちがたくさんいます。
「識字」（日常生活で用いられる簡単で短い文章を理解して、読み書きができる能力、奪われた
文字を取り戻すことによる生き方を取り戻す活動）は非常に重要であると国連は訴えています。
　県立夜間中学設置の基本方針では入学対象は県内在住の15歳以上で国籍は問われないこと
になっています。さまざまな理由で教育を受けられない人の学び直しの場として活用していっ
てほしいです。すべての人に教育の機会が保障される社会をつくっていきましょう。
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ぼ
く
が
、「
水
俣
に
学
ぶ
肥

後
っ
子
教
室
」
で
語
り
部
の
緒お

方が
た
正ま

さ
実み

さ
ん
か
ら
学
ん
だ
こ
と

は
、「
勇
気
を
出
し
て
で
き
る

だ
け
早
く
あ
や
ま
る
こ
と
の
大

切
さ
」
で
す
。
早
く
あ
や
ま
ら

な
い
と
も
や
も
や
し
ま
す
。
ぼ

く
た
ち
が
苦
し
い
思
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を
し
な

い
よ
う
に
、
緒
方
さ
ん
は
こ
の

こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
ん

だ
と
思
い
ま
す
。
ぼ
く
も
、
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れ
か
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悪
い
こ
と
を
し
て
し

ま
っ
た
ら
、
自
分
か
ら
で
き
る

だ
け
早
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「
ご
め
ん
な
さ
い
」

と
あ
や
ま
れ
る
勇
気
を
持
ち
た

い
で
す
。

　
ほ
か
に
、
心
に
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っ
た
言
葉
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事
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合
う
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で
す
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も
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の
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め
て
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し
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い
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も
や
も
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し
な
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の
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な
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に
な
っ
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い
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と
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し
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そ
れ
か
ら
、「
正
し
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も
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残
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ま
し
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こ
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、
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別
や
偏
見
、
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じ
め
、
か
げ
口
の
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い
世
界
に

な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
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っ
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を
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い
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、
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確
か
め
ず
に
、
み
ん
な
と
い
っ

し
ょ
に
一
人
の
人
に
注
意
し
た

こ
と
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あ
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ま
し
た
。
実
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に
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当
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な
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、
そ
の
人
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つ
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て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
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後
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ま
っ
た
け
ど
、

　
水
俣
に
行
き
、
語
り
部
の
緒
方
正
実
さ
ん
の
言
葉
を
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っ
か
り
と
受
け

止
め
、
そ
し
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こ
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っ
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踏
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秀
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も
広
が
っ
て
い
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。

先
生
か
ら

自分のことを見つめ直した
「ミナマタ」学習

武
蔵
ヶ
丘
北
小
学
校　
５
年　
山
田　
秀
し
ゅ
う
さ
く朔

　
令
和
４
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本
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を
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が
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え
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し
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。
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中
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あ
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つ
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ら
れ
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う
に
な
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し
た
。

　
し
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頑
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っ
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。
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。

あ
い
さ
つ　
笑
顔　
思
い
や
り

　
す
す
ん
で
学
ぶ　
武
北
っ
子あいさつ運動に取り組む児童

人
の
言
葉
を
確
か
め
な
い
で
行

動
す
る
こ
と
は
、
差
別
や
偏
見

に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
人
の
言
葉
を
聞

い
た
時
、
そ
れ
が
正
し
い
こ
と

な
の
か
確
か
め
て
か
ら
、
行
動

し
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
れ
と
、

自
分
じ
ゃ
な
く
て
も
、
い
じ
め
、

差
別
、
偏
見
、
か
げ
口
を
言
っ

て
い
る
人
が
い
た
ら
、
で
き
た

ら
注
意
し
て
、
で
き
な
か
っ
た

ら
先
生
や
友
達
な
ど
の
身
の
回

り
の
人
に
言
っ
て
助
け
を
求
め

よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
そ
う
す

る
と
、
ま
ち
が
っ
た
こ
と
を

言
っ
て
い
る
人
、
し
て
い
る
人

も
少
な
く
な
っ
て
い
く
と
思
い

ま
す
。
み
ん
な
が
安
心
し
て
過

ご
せ
る
学
級
、
学
校
、
世
の
中

に
し
て
い
き
た
い
で
す
。
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